　　　　　　　　　２００９年

スプートニク　インターナショナルスリランカ　オーガナイゼーション
Sputnik International Sri Lanka Organization
　　　　　　　　　（SISLO）

　　　　　　　年　間　報　告　書
SISLO　とは　SPUTNIK International – Sri Lanka Organization の略称であります。

２００１年１月からクルネーガラ地域住民との交流支援や、近隣学校への奨学金制度や、クルネーガラ市内にある孤児院への物資の寄贈などの様々な福祉活動を始めました。２００５年１０月２３日に社会福祉局より国の社会福祉団体として認められました。その申請願書を提出したのは、２００４年１０月１０日のことでした。これはSISLO設立の２００１年１月７日から２００４年１０月１０日までの社会福祉活動が認められたという証明になります。２００６年には、スプートニクジャパンが中心となり、日本の多くの皆様の支援を受け、ガールズホームの建設が始まりました。そして２００７年１１月に開所式を迎えることができました。

ＳＩＳＬＯが国内支援と国際交流の発展のために力を注ぎ続けられるのは、スリランカを愛する多くの日本の皆様が支援して下さるお蔭です。感謝いたします。

１月
１日

ＡＦＳ２００９年度　年間留学生説明会。

　ＡＦＳ２００９年度年間留学生５名の今年初めてのの説明会。親御さん同伴で行われた。事あるごとにイベントに参加している５人の絆は確実に深まっていた。

２日

greenbird

第３回ごみ拾い。

今回は市民の足となっているクルネーガラ駅の線路内のごみ拾い。それだけでは終らず駅舎の前の広場のゴミ拾いもした。参加者は日本語生徒１１名、スタッフ９名の計２０名。

１７日

greenbird

第４回ごみ拾い。

今回は旅行者の休憩場所となっているダンブッラ通りの露天が並んでいる通り。日本から、スリランカと縁の深い新宿隊員内海さんが参加してくれた。参加者は、日本から内海さん、日本語生徒１４名、スタッフ２名の計１７名。

３０日

マリヤデワ女子高校日本語学習者による発表会

第一回日本語発表会に招待され佐川が出席。ここまでで来るのに数々の苦労があったことを聞かされていたので感慨深い発表会となった。ここマリヤデワ女子高で日本語を教えている先生方は皆十分な日本語の知識があるので、生徒たちのレベルも高く驚かされる。日本語成績に於いてはクルネーガラ県では一番の成績を上げている名門である。

２月
６日

greenbird

第５回ごみ拾い。今回は市民の憩いの場として、また観光客の訪れる場所として有名なエレファントロックのごみ拾い。２ヶ月ぶりのエレファントロックはごみの量が半端ではありませんでした。相変わらずお弁当や食べ物関係のごみが多かったです。参加者は日本語生徒２１名、スタッフ２名の計２３名。

２１日

greenbird

第６回ごみ拾い。今回は、ガールズホームの子どもたちが通う学校のごみ拾い。普段のお掃除とはまた違った感じで、子供たちは一生懸命拾ってくれました。参加者は子どもたち２０名、日本語生徒１名、スタッフ３名の計２３名。

２３日
ＡＦＳ２００９年度　年間留学生説明会

　生徒５名と２名の親御さんを含めての説明会。

２３日～２６日

本と洋服のバザー

日本の皆様から送られてきた本や洋服を販売。日本語を学ぶ生徒を対象に行なった。連日多くの生徒たちが訪れ大変賑わった。これらの売り上げは、スプートニク図書館の新書購入及び施設維持費に充てられます。

３月
３日

演奏会

日本に拠点を置き、インドやアメリカなどで演奏活動を行なっているホフマンさんによる演奏会。場所はクルネーガラ州でも有数の県民会館。ガールズホームの子供たちを招待して行なわれた。聴衆は３００人くらい。みなその神秘的な音に聴き入っていました。

６日

greenbird

第７回ごみ拾い。今回は市民の憩いの場として、また観光客の訪れる場所として有名のなエレファントロック。全員男性ということもあり、みな一生懸命無言で拾い、合計１５袋も拾いました。参加者は似日本語生徒４名とスタッフ１名の計５名。

８日

ＡＦＳ２００９年度　年間留学生最終説明会

　生徒５名と親御さんを含めての最終説明会。今年の留学生に関しては、両親ともども時間を裂いての説明会を何度も行なってきたので、今回の５名は過去最高のまとまりを持ったチームとなった。壮行会ではここで日本語を学んだ友達も参加し賑やかに行なわれた。

２１日

greenbird

　第８回ごみ拾い。今回は、ダンブッラ通りの休憩場所となっているお店がつらなっているところのごみ拾いをした。日本語生徒１０名、スタッフ２名の計１２名。

２４日

ＡＦＳ２００９年度　年間留学生

　５名が日本へ向け出発した。これから1年間、両国の文化交流のために頑張って欲しいです。

　

 ４月　

３日

greenbird

　第９回ごみ拾い。今回は、クルネーガラの観光名所エレファントロック。参加者は日本語生徒９名、初参加のスプートニクで卓球コーチをしているクマーラ氏を含めてスタッフ２名の計１１名。

８日

外国人が先生プログラム

講師は光岡尚美さん。日本語クラスのラピッド１７と１６の生徒１５名が中心となり、日本食作りのお手伝いをして、みんで楽しくいただいた。

５月
２日～９日

本のバザー。

ここスプートニクで、また近隣の日本語を学ぶ生徒たちのために、日本の皆様から送っていただいたものから、図書館に置けきれなかったものなどを対象にして、本のバザーを行なった。日本語を学ぶ生徒たちにはいい刺激になったバザーであった。これらの売り上げは

図書館の新書購入及び施設維持費に充てられます。

ウェーラムゲダラ区役所の１～１１背までのスプーっクラブのスポートフィザさーに授与

７日

本の寄付

ここに滞在した「I－to－i」メンバーからの英語の本の寄付を頂いた。

１１日

ウェサックウードゥー（提灯）の作品発表。

毎年行なわれているウェサック提灯の優秀者への表彰式。子供会に所属する子供や日本語クラスの生徒たちがその技を競いあいました。プレゼンターには、スリランカへ留学できていて、ここスプートニクへいらしゃった加藤さんにお願いしました。

このウェサック提灯作りは、日本で言うところの、２０～３０年前のお正月にたこを作る感じで、小さい頃から作るのを見ていたり手伝ったりするので、老若男女誰でも作ることが出来る。

文房具の寄贈

ウィラゲダラ市役所のスポーツ振興委員会の代表の方がいらっしゃり、市役所が運営するスポーツクラブの１年生から１１年生までの会員の生徒にノートとッボールペンとえんぴつを寄贈した。これらは日本の皆様から送られてきた文房具を寄贈させていただいております

１５日

greenbird

第１０回ごみ拾い。場所はエレファントロック。今回は岩場をの登り、頂上で一休みし、山道を下りながらごみ拾いをするロングコース。暑さに負けずみな頑張ってくれました。日本人以外の外国人（i-to-Iメンバー２人）が初参加。参加人数は生徒１１名、「i-to-i」メンバー２名、スタッフ２名の計１５名。だんんだん国際色豊かになっていくgreenbirdです。

１７日

本の寄付

ここに滞在した「i-to-i」メンバーからの英語の本の寄付を頂いた。

２４日　

外国人が先生プログラム（講師：木全宏さん）模型飛行機の制作指導

去年から行なわれている木全さんによるプログラム。今回模型飛行機の制作指導。ガールズホームの子供たちが通うカドゥルガハマリッタ学校で、全校生の中から６年生から１１年生の中学生３０名を対象に行なわれた。

２５日

外国人が先生プログラム（講師：木全宏さん）エンジンの分解組み立ての指導

ＤＢウェラゲダラの中学生１５名(３人×エンジン５機)にエンジンの分解組み立ての指導。通訳者として平日クラスの生徒たちが手伝った。

２６日

外国人が先生プログラム（講師：木全宏さん）模型飛行機の制作指導

　午前　前回、模型飛行機の飛行まで行かなかったので、今回は微調整をしての組み立て飛行機の飛行の指導をおこない、自分たちで飛ばした。

外国人が先生プログラム（講師：木全宏さん）エンジンの分解組み立ての指導

午後　招待した学校の生徒たちがこれなくなったので、平日クラスの生徒たち１５名が参加。

２７日

外国人が先生プログラム（講師：木全宏さん）エンジンの分解組み立ての指導。

午前の部。近くに住んでいるトゥクトゥクの運転手６名を対象に行なった。実際にエンジンとして使用しているものなので、みんな手馴れた手つきで分解組み立てた。

外国人が先生プログラム（講師：木全宏さん）エンジンの分解組み立ての指導。

午後の部。ここで日本語を学んでいる先生が顧問している“発明クラブ”のメンバー１８人が参加して行なわれた。

３０日

greenbird

第１１回ごみ拾い。

日本の全チーム、海外２チームの全支部が参加して一斉に行なった、５３０の日（ごみぜろの日）ごみ拾い。バスを貸切アヌラーダプラまで行き、観光をかねてのごみ拾いとなった。前々から大々的に宣伝していたので、多くの生徒とスタッフが集まってくれた。日本語生徒２８名、日本人の方１名、「i-to-i」メンバー１名、スタッフ１４名の参加者は過去最多の計３４名。

６月
５日

greenbird

第１２回ごみ拾い。

場所はエレファントロック。初参加者２名。毎度の事ながら、毎月ごみ拾いをしていても毎回たくさんのごみが落ちているので、このごみ拾いが、まだまだ認知されていないことを痛感した。日本語生徒が９名、スタッフが２名の計１１名。

６日

ＭＥＸＴ短期留学面接

　５月中旬から募集を開始して、約２００通の応募の中から５０名を選別。第１次面接を　　日行い１０名を選別。その中から短期留学生５名を選ぶために、日本についてのスピーチと自分の特技を披露してもらった。後日５名決定した

８日

ポソンダンサラ。

毎年６月のポヤデーの次の日に行なわれているダンサラ（聖地を目指す人々に飲み物や食べ物を振舞うこと）。今年も１２時過ぎから準備に入り、夕方７時ごろ終了。今回もたくさんの道行く人にコッタマッリ（コリアンダー）ジュースとビスケットを配った。

参加したのは、スタッフ、日本語生徒、そして日本からいらした加藤さんら４０名前後。賑やかに行なわれた。

９日

ＭＥＸＴ短期留学生第一回説明会。
　選別された５名と保護者を交えての説明会を行なった。

２０日

greenbird

第１３回ごみ拾い。今回はスプートニクから次の町の入り口までの約１キロ。ガールズホームの子供たち１１名と「i-to-i」メンバー１名とスタッフ４名で行ないました。

７月
３日

greenbird

　第１４回ごみ拾い。第１金曜日は市民の憩いの場となっているエレファントロックのごみ拾い。日本語生徒７名、スタッフ２名の計９名が参加。

９日

外国人が先生プログラム。

鹿谷さんが日本語クラス、及びガールズホームでマジックを披露。生徒たちも子供たちも楽しいひと時を過ごした。

１８日

greenbird

第１５回ごみ拾い。今回は、旅人がその疲れを癒す場所として有名なダンブッラ通りの露天が並ぶ道。露天で買って食べたごみやここで食べたご飯のごみを平気で捨てる人が多くいるので、たくさんごみを拾う事となった。

参加者は日本語生徒１人、日本人の青沼さんとその義弟さん、そしてスタッフ４名の計７名。

８月
７日

greenbird

　第１６回ごみ拾い。第１金曜日はクルネーガラの観光名所エレファントロックのごみ拾い。日本語クラスの８名とスタッフ１名の計９名でごみ拾い。

１５日

greenbird
　第１７回ごみ拾い。今回もクルネーガラ観光名所のエレファントロック。今回は岩場を登り、山道を下ってのロングコース。日本語生徒８名、日本人の方２名、そしてスタッフ１名の計１１名。

９月
１２日

ＭＥＸＴ短期留学最終説明会

　生徒５名と両親が参加して行なわれた。

１９日

greenbird
　第１８回ごみ拾い。クルネーガラ観光名所のエレファントロックの麓。、ガールズホームの子供４名、大学受験で日本語を勉強している生徒３名、そして平日クラスの３名、そしてスタッフ２名の計１２名と、多彩な顔ぶれとなった。

１０月
１１日

ＡＦＳ年間留学生第１次面接。

書類選考された１５名が、スリランカの紹介を日本語でスピーチした。後半は自分の特技の歌や踊りなどを披露した。そして２名を選別した。

１７日

greenbird

　第１８回ごみ拾い。今回もクルネーガラの観光名所、エレファントロック。参加人数は日本語学生２名とスタッフ１名と、過去最低の３名となった。スリランカにおいては自主参加を促すのは非常に厳しいので、もっと組織的に参加方法を考えた方が良いと痛感した日である。

２３日

ＡＦＳ年間留学生説明会

　選考された２名が両親とともに出席して行なれた。今後何度も説明会を行い、日本へ行っての心構えを教えることになる。

１１月
６日

greenbird

　第１９回ごみ拾い。第１金曜日はクルネーガラの観光名所エレファントロック。今回は平日のクラスの試験後にみんなでお掃除することになっていたので、多くの生徒が参加した。岩場を登り、山道を下って来るロングコースを慣行。日本語生徒１６名、スタッフ３名の計１９名。

９日～１６日

本のバザー開催

日本の皆様から送られてきた本を販売。今回は、日本語を学ぶ生徒足し以外にも日本の本に触れてもらおうと思い、近隣の日本語クラスがある学校はもちろん、日本語クラスがない学校にも招待状を出し、多くの生徒に触れてもらう機会を提供した。その甲斐あり、初日、２日目と大変賑わった。これらの売り上げは、図書館の新書購入及び、施設維持に充てられます。

１７日

greenbird

第２０回ごみ拾い。今回は急遽行なうことに。場所はクルネーガラの観光名所エレファントロック。今回のごみ拾いは、毎年１２月に日本で行なわれるピースクエストのチャリティーコンサートで使用するためのビデオ撮影をするため。急遽集合をかけたにもかかわらず生徒２４名、「i-to-i」メンバー４名、スタッフ５名の計３３名が参加。

コースは岩場上りと山道下りのロングコース。

２１日
greenbird

　第２１回ごみ拾い。今回もクルネーガラ観光名所エレファントロック。日本の新宿greenbirdから今年２回目となる内海さんが参加。日本語学生１名、内海さん、スタッフ１名の参加人数は過去最低タイ記録となってしまった。

２８日～１２月５日

バザー開催

日本の皆様から送られてきた本を始め、切手、洋服などのバザーを行なった。連日大変賑わった。これらの売り上げは、図書館の新書購入及び施設維持に充てられます。

１２月
４日

greenbird

第２２回ごみ拾い。今回はまず地元からという事で、スプートニクの左右にあるバス停の間のごみ拾いをした。平日クラスの生徒１２名とスタッフ１名の計１３名が参加。

６日

日本語能力試験
　ここスプートニクから願書を出した生徒７０数名が、バスでコロンボの試験会場BMICHに向かい、JLPTを受けた。年々ここを通しての受験者が増えているのはいいことだ。試験結果は２月下旬ごろ判明。

１８日

greenbird

第２３回ごみ拾い。今回シーギリヤに生徒たちと旅行に行くことになり、「せっかくなら世界遺産でごみ拾いをしましょう」という生徒からの申し出があり、急遽行なうことにした。参加者は平日のラピッドコースの生徒１４名とスタッフ２名の計１６名。

頂上まで登る頃にはみんなの元気がなくなってしまい、少々尻すぼみになった観はあるが、世界遺産ごみ拾いその２としては大成功したのではないかと思う。

１９日

greenbird

第２４回ごみ拾い。クルネーガラの観光名所エレファントロックのごみ拾い。参加者は週末日本語クラスの生徒６人とスタッフ２名の計８名。生徒は全員初参加というフレッシュな顔ぶれとなった。初参加に戸惑うこともなく、みな一生懸命にごみを拾ってくれた。

今年もスプートニクスリランカは、スプートニクジャパンを支援してくださる日本の皆様から多大なご協力とご支援を頂きました。誠にありがとうございます。皆様からのご支援とご協力が目に見える活動を目指しておりますが、ご報告の不備、確認不足等でご迷惑をおかけする部分も多々ございます。しかしながら皆様からのご支援とご協力は決して無駄にすることなく有効に、そして大切に使わせていただいたおりますので理解くださいますよう宜しくお願い致します。

　

今年もたくさんの日本人の方がいらっしゃいました。ここ交流会館では、日本語を学ぶ生徒達に日本の歌や遊びを教えて下さったり、一緒に旅行なさったり、日本料理を一緒に作ったりしてくださいました。ガールズホームでは、子供たちに日本の文化、遊び、などを教えてくださり、楽しい時間を子供たちに与えてくださいました。生徒達と子供達共にとってとても大きな経験、大きな財産になったと思います。現地へいらして下さった方々との交流があってこそのスプートニクです。感謝いたします。
今後スリランカを訪問するご予定がある皆様は、ぜひここスプートニクスリランカの交流会館、ＳＧＨ、そしてシニアセンターに足を運んでみてください。日本語を真摯に勉強する生徒との交流、ＳＧＨで生活している子供達との交流をして下さることを切に願います。ぜひお越し下さい、素敵な時間を共に過ごしましょう。

日本人の皆様以外にも、「i-to-i」メンバーも継続してＳＧＨの運営に関わっております。今年の１２月で３年半を迎えます。海を越えて「プルワン」という言葉の輪が広がっています。継続していく事、あきらめない事、それらが大事という気持ちを持って今後も頑張って行きたいと思っております。

スプートニクジャパンの支援を受けてのローカル奨学金生（３０名、９年目）、AFS奨学金生（１名～１５名、５年目）の定着と共に、スプートニク近隣の学校だけにとどまらず、スリランカ全土を通して各学校との交流も順調に行っております。日本語学習者、ローカル奨学金生、ＡＦＳ奨学金生、教師会でスプートニクの活動に関わった生徒、先生の中から、一人でも多くの者が、スリランカの将来を変えていく力を、スリランカと日本の架け橋となる力を、そしてスプートニクを支えてくれる力を得てくれることを信じて、国内外の活動をしていきたいと思っております。そのためには皆様からのご理解、ご協力、ご支援がなくてはなりません。皆様、今後もスプートニクスリランカを宜しくお願い致します。

　　　　SISLO（Sputnik　international　Sri　Lanka　Organization）

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　スプートニク　スリランカ　スタッフ一同

